
                               

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～月刊絵本について～ 

１２カ月がひとつのテーマで作られています。ソフトカバー（簡易製本）で、市販の絵本より安

価ですが、内容的には市販の絵本と同じ構成で、創作物語・ノンフィクション・昔話・自然科学な

どの本があります。現在、ロングセラーとなっている絵本の中には、月刊絵本だった作品がたくさ

んあります。書店で絵本を選ぶときには、どうしても好みの絵本に偏ってしまいがちですが、12

冊それぞれ多彩な内容のもが届くのも楽しみの一つです。子どもの発達段階を月齢単位で考慮した

内容になっているのも月刊絵本ならではといえます。 

  

4 月中に見本を展示し、月刊絵本の申し込みを受け付けます。後日お便りをお渡し致しますので

希望される方は申し込みください。 

絵本は心の栄養、幼児期にとって大切なものです。お話の楽しさを大好きなお父さん・お母さん

と一緒に共有するひとときは充実して満ち足りた時間となるでしょう。ひざの上で、また添い寝を

しながら寄り添って読んでみませんか？1冊 400円前後ですので、どうぞ親子で楽しんでくださ

い。 

 

令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 

発行：ニセコ町幼児センター 

 

 

４月の保育目標 

☆入園・進級することに期待を持ち、喜んで登園する 

☆新しい環境になれ、安心してすごす 

雪解けがどんどん進み、陽気な日が徐々に増えてきました。春の訪れとともに、幼児センターも新しい

１年が始まりました。 

お子様のご入園・ご進級おめでとうございます。今年度も入園式は行いませんが、職員紹介（顔写真）

を別紙に掲載しました。１年間どうぞよろしくお願いします。 

 ３月２４日に第１５回卒園式を挙行し、３６名の園児が巣立っていきました。保育年数はそれぞれです

が、幼かった子どもたちが皆立派な姿に成長しました。式辞で、いよいよ小学生となる子どもたちに頑張

ってほしいことを２つ伝えました。 

「自分が得意なことを見つける」「身の回りのことになぜだろう、どうしたらいいかという発想をもつ」 

得意なことを見つけることは自己肯定感や自尊感情が生まれるもとになり、それが積み重なって自信と

なります。自信ができると挑戦意欲や根気強さが育ち、自立心が養われていきます。子どもの将来を考え

る上でも自立心を養うことは子どもを育てる究極の目標といえます。 

また、いろいろなことに疑問や自分の考えを持つことは、それ自体が学ぶ力となり、学校で国語や算数

などの勉強をしていくベースになります。「なぜ？どうして？」は勉強の第一歩です。 

卒園した子どもたちだけでなく在園の子どもたちにも、年齢に応じながらできることを増やしたり、自

分で考えて工夫したり、子どもたちが主体的に身近な環境に関わっていくよう促していきたいと思います。 

今年１年、子どもたちの成長のために職員一丸となって取り組んでまいります。 

 保護者の皆様の温かいご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。   園長 菊地 博 

 

センターでの写真販売方法について 

新入園児の保護者の方へ 

幼児センターで撮影した写真は、ネット販売の会社を利用して販売しています。 

「家族みんなで見ることができた」「好きな時間にみられる」など利用にあたって

は概ね好評なご意見を頂いています。新入児の保護者の方には、利用にあたって

のご案内をお配りしますので、内容を確認してから誓約書を提出して頂く事で利

用できるようになります。 

詳しくは後日発行するお便りでご確認ください。 

えんだより 

～絵本タイムとは？～ 

幼児センターでは２年前から、保護者の方と一緒に０歳児への絵本の読み聞かせに取り組んでい

ます。 

センターで楽しんでいる絵本を、家庭でも読み聞かせしていただき、親子で触れ合いながら絵本の

楽しさを知ってもらう取り組みです。 

今年度はひよこ・りす・うさぎ組でそれぞれ年齢にあった形での取り組みを行っていく予定です。 

詳しい内容は、ひよこ組は個別に、りす組は６月の懇談会で、うさぎ組は別紙おたよりでお知らせ

します。 

 

 

連絡システム「ＣｏＤＭＯＮコドモン」登録のお願い 

 

別紙で案内しております、連絡システム「コドモン」への早期の登録をおねがいしま

す。「登録の方法がわからない」「案内文書をなくしてしまった」などお困りのことがあ

れば気軽に事務室の職員に声をかけてくださいね。 

※案内文書は継続児は３月中に配布、新入児は今月の園だよりと一緒にお渡ししてい

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

       

 

各クラスの登園についてのお願い 

 

幼児期の遊びはとても大切で、子どもは遊びから様々なことを学び成長していきます。 

日々、子ども達が集中して遊べるよう、環境を整えたいと考え、昨年度より登園の仕方を 

一部変更しました。ご協力よろしくお願いします。 

 

◎４、５歳児の登園を玄関での受入れにしています。 

新年度ひつじ組に進級した子どもたちも玄関受入れになりますので、玄関で別れ、 

お子さん一人でクラスに向かいます。登園時、玄関に園長（又は職員）がいますので、 

声をかけてください。薬や連絡事項がある場合は、玄関にいる園長にお伝えください。 

担任に直接伝えたいことがあった場合は、園長に声をかけてから園の中にお入りください。 

  

◎1歳児から3歳児は保育室の外側にタンスを置きますので、持ち物等の確認をお願いします。 

その後、お部屋の入り口でお子さんをお預かりします。  

  

◎0歳児は２部屋ありますが、遊ぶ方の部屋の入り口でお子さんをお預かりします。 

 

早番利用の方はこれまでどおりの登園の仕方（おひさまに登園）でお願いします。 

早番以外の方は、8時30分から9時までの間に登園をお願いします。 

欠席、または9時より遅くなる方は給食の準備もありますので必ず9時前に連絡ください。 

 

登園方法についてわからないことがありましたら、遠慮なくお尋ねください。 

 

 

 

 

登降園時は必ず手をつないで 
駐車場は死角が出来やすく、子どもが飛び出すと大変危険です。車を利用される

方は、車から玄関まで、帰りは玄関から車まで、必ずお子さんと手をつなぐように

お願いします。センターでも繰り返し子どもたちに伝えていきますが、家庭でも危

険性を話し合い、安全に登降園出来るように努めていきましょう。 

幼児センターへの連絡について 

幼児センターの電話番号は４４－２７００です。回線は二つありますが、つなが

りづらい時は、支援センター４４－２７３９の番号をお使いください。 

給食展示について 

幼児センターでは、日頃どんな給食をどのくらいの量で食べてい

るかを、保護者の方に知っていただきたく給食の展示を行っていま

す。毎月各年齢の給食を職員室カウンター、または玄関近くに展示

します。４月は１１日～１５日を予定しています。 

ぜひご覧になり、お子さんと食事について話をする機会にしてい

ただけたら思います。 

未満児の午睡の見直しとおたよりノートの記入について 

昨年度より未満児（０～２歳児）の保育を見直し、皆が同じ時間に午睡するのではなく、食事を

した子が自然に眠くなる時間を逃さず、個々にあったタイミングで眠れるようにしています。その

ため、入眠時間や起きる時間に差ができるため、保育士が対応できる体制に改善しました。 

子どもの午睡の様子にあわせて、子どもにつく時間を増やしての対応をしているため、２歳児の

おたよりノートは２日に一回程度の記入になります。また、会議の日は全クラス書けませんのでご

了承ください。５月以降午睡中に職員の会議がある日は、毎月１日発行の行事予定表でご確認くだ

さい。変更があった場合はホワイトボードでお知らせします。 

この件に関しまして、疑問や質問などがありましたら、事務室佐藤までお願いします。 

 

健康観察シートについて 

幼児センターでは、きつね・たぬき・ひつじ・くま組は毎日「健康観察シート」の記入をお願

いしています。朝ご家庭で体温や体調を記入していただき、登園時提出してください。ひよこ・

りす・うさぎ組は、おたよりノートと一緒に「生活表」をお渡ししていますので、そちらに熱等

の記入をお願いします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ・お願い 
 

■コップについて 

毎日、コップ（マグ）を持ち帰り洗って持ってきてください。ご協力をお願いします。 

 

■金銭の取り扱いについて 

ＰＴＡ会費、絵本代、歯ブラシ代、その他のお金を徴収することがあります。その場合、納入

袋に徴収する項目や金額を記入してお渡ししますので、期日までにお金を入れて、直接事務室か

玄関の職員に手渡してください。 

 

■時間外・土曜・預かり届けについて 

時間外保育・土曜保育・預かり保育は、前の月の 25 日までに届出用紙に記入して提出してく

ださい。ＱＲコードからの申し込みも可能です。時間外・土曜保育は保護者の方の就労のため保

育が出来ない方が対象です。就労以外で利用される場合は必ずご相談ください。 

預かり保育を希望される方は、必ず理由を記入してください。利用料は、次月に納入通知書を

お渡ししますので、金融機関窓口でお支払いください。 

 

■写真の掲載について 

園だよりやニセコ町のＨＰ、広報等に、センターでの子どもの様子の写真を載せていきたいと

思います。保護者の方に掲載の了解はとりませんのでご了承ください。また、FMニセコの放送等

インタビューで名前や声など放送されることもあります。不都合がある場合は事前に担任か佐藤

までお申し出ください。 

 

■駐車場の利用について 

   駐車場のスペースが限られています。特に朝の登園時間８時４０分～５５分が混み合い、順番

待ちになる場合があります。お子さんを送ったら速やかに車の移動をお願いします。路上駐車は

しないでください。お互い譲り合いながら、気持ちよく利用できるようにご協力お願いいたしま

す。 

 

■早番・遅番の利用について 

保育時間は「勤務時間＋通勤時間」となるようにご協力お願いします。 

朝は 7時 30分からセンターに入れます。施錠時間は18時 30分となりますので 

勤務時間の確認をよろしくお願いします。利用時間のことで心配なことがありましたら 

ご相談ください。 

 

 

内玄関に鍵がついています 
 

入園してしばらくは不安で家が恋しくなるお子さんもいます。安全のため内玄関の

鍵をかけるようにお願いします。鍵はドアの上のほうについており、外側・センター

内側どちらからでも開け閉めできます。鍵が開いていると、お子さんが一人で駐車場

に出てしまうことがあり大変危険です。 

大きいクラスでは子どもたちに、お迎えがきても勝手に外に出ないことを約束して

いますので、ご家庭でも同様にお話してください。また、未満児の子ども達は保護者

の方が責任を持って危険がないようにご配慮をお願いします。 

本の貸し出しについて 

おひさま（子育て支援センター）

の入り口横に図書貸し出しコーナー

があります。おひさま利用者だけで

なく、幼児センターの保護者の方も

利用可能ですので利用希望の場合は

職員に声をかけてください。 

★貸し出し簿への記入が必要です 

 

長時間保育利用の保護者のみなさまへお願い 

平日・土曜日に就労以外で利用されるときは、緊急時の連絡先など担任まで 

お知らせください。 

 

例）今日は病院で検査があるので○時から○時は携帯が繋がらないかも 

しれません。 

○時には折り返しかけられると思います。緊急の時は祖父母宅に連絡 

してください。 

 

例）私の体調が悪く自宅で休んでいます。○時に父が迎えに来ますが、 

私は家にいますので、何かありましたら自宅に連絡してください。 

 

緊急時に必ず連絡がつくようなご配慮をよろしくお願いいたします。 

職員の勤務体制 

土曜日の協力保育には保育士がローテーショ

ンで出勤しています。土曜日に勤務した場合、そ

の前後一週間の間に代休を取ることが義務付け

られていますので、平日にお休みすることになり

ます。 

担任がお休みすることでご不便をおかけする

ことがあるかもしれませんがご了承願います。 

 

支援センター「おひさま」で休日保育をしています 

保護者が就労や緊急などで、日・祝日幼児センターが休みの時にお子さん

をお預かりします。また、土曜日、長時間（保育所型）以外の方の就労や緊

急の場合も休日保育の対象となります。 

 

対象児        2 歳以上のお子さん 

利用できる時間    8 時～18時 

料金         １時間 ３００円 

    定員         ５名 

 

問い合わせ先 

ニセコ町地域子育て支援センター「おひさま」 

（ニセコ町幼児センター内）４４－２７３９ 

担当 徳保・青木 

 

 


